
令和６年度 全国学力・学習状況調査 結果分析資料 

 

 

１三 意見と根拠など情報と情報との関係について理解しているかどうかをみる問題 

［情報の扱い方］＜平均正答率 県 44.4％（全国比＋0.4）＞ 

【授業改善のポイント】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○話や文章の中で、意見と根拠との関係を整理する学習活動を意図的に設定する 

活動例・意見を書いたり意見文を読んだりする際に、意見にあたる部分とそれを支える根拠にあ

たる部分を整理する。 

   ・話合いを動画等で振り返る中で、具体的な発言を取り上げ、どの部分が意見でどの部分が

根拠なのかを確かめ合う。 

○話合いの話題や目的を意識しながら話し合うことができているかを確認する場面を、

意図的に設定する 

活動例・ICTを活用して話合いの様子を途中まで記録し、多くの発言が出されて考えに広がりが出

てきた段階や出された発言の内容を踏まえて考えを述べる段階においても、話合いの話題

や目的に沿って発言することができているかを振り返って、明らかになった課題を意識

しながら話合いの続きを行う。 

 

２一 文章と図とを結び付け、その関係を踏まえて内容を解釈することができるかどうか

をみる問題       ［読むこと］ ＜平均正答率 県 37.1％（全国比＋0.8）＞ 

【授業改善のポイント】 

 

 

 

 

 

 

 

○文章と図表との関係を捉える学習活動の充実を図る 

活動例・図表を伴っている文章において、図表と文章とで関連している部分にそれぞれ印をつけて線で

結び、どのような関係で結び付いているのかを書き込みながら読む。 

   ・書き手が伝えようとしている内容を、図表中の具体的な部分を指し示しながら説明する。 

○図表がもたらす効果について考える学習活動の充実を図る 

活動例・概念図や模式図、地図、表、グラフなど様々な種類の図表を伴っている文章を教材として取

り上げ、それぞれの図表が果たしている役割を、文章中の言葉を使って説明する。 

・文章に図表が伴われている場合と伴われていない場合を比較し、図表があることのよさを、

具体的に説明する。 

 

調査問題から見える「授業改善のポイント」＜中学校 国語＞ 

調査結果の分析 

・文章において図が果たしている二つの役割のうち、一つしか捉えるこ

とができなかった生徒は 54.8％であり、どちらの役割も捉えることが

できなかった生徒は 8.1％である。  
・文章における図の役割を捉えることに課題がある。                                 

  

文章における図の役割を捉える 

調査結果の分析 

・話し合いの発言の中の、意見にあたる部分とその理由に

あたる部分を適切に捉えることができなかった生徒は

55.6％である。 

・意見と根拠の関係を捉えることや、話題や展開を捉えて

話し合うことに課題がある。 

 

発言の中における意見と理由の関係を捉える 


